










































































れている。  写真１ 沼島八幡神社のホルトノキ 
































出所：2019 年８月 30 日 
写真３ 沼島の森 写真４ 沼島の森 






町単位のデータしか存在しない。そして，1995 年から 2015 年は国勢調査の小地域集計に
おいて，沼島のみのデータが存在したため，データを取り出すことができた。 
沼島全体として人口は年々減っており，2015 年は 430 人となった。1907 年の総人口は
3691 人であり，およそ 100 年間で 3000 人以上人口が減少した。1918 年から 1928 年はほと
んど人口の減少が見られない。その後 1930 年から 1940 年にかけて徐々に人口が減増して








































































割合 27.1％，生産年齢人口割合 60.0％，年少人口割合 12.9％とつぼ型で，超高齢社会であ
る。まず，老年人口において 10％を超えている年代が１つもない。老年人口は年齢が下が
るにつれて，多くなっている。65～74 歳は戦後に生まれた団塊の世代に当たる。また生産
年齢人口を見ると，64 歳～55 歳にかけて人口減少するが，54 歳～40 歳まで徐々に人口が
多くなっていることがわかる。これは，団塊の世代が生んだ人たち，いわゆる団塊ジュニ
ア世代である。その後人口は，年齢が下がるにつれ徐々に少なくなっている。しかし，15







































ル事業国生みツーリズム実行委員会より）。 図６ 沼島の国勢調査小地域（H27） 
























いるが，増やしたいか」を問うた。予定していたサンプリング数は 167 人（母集団は 430





































三原郡史編纂委員会（1979）：第三編 第一章 第一節 人口・第一編 第二章 第一節 淡路の気象．『三
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